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■ 異常事態発生 

心配されたコメの高温障害は予想をはるかに上回るものでした。何と１等米が一つも出ない・・・

これまでに経験した事の無い異常事態です。ＪＡ佐渡が公表している９月３０日現在の検査状況で

はコシヒカリの１等米比率はわずか３．９％で、２等米４１．５％、３等米５４．６％となっています。ま

た、３等以下の「規格外」も全体の約５％も出ています。 

 上の写真は９月２８日に検査に出した組合のコシヒカリの測定結果です。１等米の整粒歩合（形

の整い具合の事で、粒の厚みや大きさ、揃いの程度など）は７０％以上と決まっていて、６０％以

上が２等米となります。機械の測定値は整粒４４．４％となっていますが人間の検査員の判定では

２等米となりました。食味計による「食味値」は例年なら８０点くらいですが、今年は米粒に含まれ

るタンパク値が低かったせいで８３～８４点と高い値が出ています。県からも食味には影響がない

との発表がありましたが、むしろ今年のお米の方が皮肉にも食味値は例年より高く出ています。た

だし、白い粒は空気を多く含んでもろくなっていますので、優しく研いでいつもより水を少なめにし

て炊飯することがおいしく炊くコツになります。 



■ 新しいコンバインを買ったのに・・・ライスセンターは不夜城となり・・・ 

 昨年秋に納品予定だったコ

ンバインが世界情勢の悪化

で納品が遅れてしまい、１年

遅れでデビューとなりました。

購入価格はおよそ１０００万

円。まさかこんな年になるな

んて・・・ 

 ライスセンターは刈り取ったモミを乾燥

し臼摺をして玄米にする施設です。その

過程で色彩選別機があり、斑点米や未

熟粒などを取り除き１等米に仕上げてい

くのですが、今年は高温障害を受けシラ

タ米が多く、こいつを取り除くためには色彩選別機の能力を最大限に上げなければなりませんが、

その分処理能力が恐ろしく遅くなってしまうのです。組合では９月８日から約一か月間、早朝６時

から夜中の１２時まで毎日交代制で臼摺作業に取り組んでいます（現在も継続中）が、普段の倍

の時間と手間をかけても努力むなしく１等米は出来ず、しかも３割近くは３等米になっています。 

ＪＡ買取価格の１等米と２等米の価格差は一俵８００円ですから、６０００俵でおよそ４８０万円強の

減収となりますが３等米も入れるとさらに減収となり・・・これ以上は怖くて計算できません。 

 

■ 対岸の火事ではない 

地球温暖化の影響で世界各地で甚大な自然災害が発生しています。我が国も例外ではなく、

我々が一番心配しているのは「この異常事態は今年限りではない」ということが安易に想像できる

ことです。来年以降も酷暑に見舞われ、

近い将来稲作の適地ではいられなくな

るのではないかと。「廃業」に追い込ま

れない為にはどうすればよいのか、大

きな転換期を迎えたようです。 

彼岸中は暑すぎて咲かなかった彼

岸花がようやく咲きそろいました。秋の

虫たちも夜通し鳴いています。やっと秋

が来た感じです。食欲の秋を存分にお

楽しみください。おかわりは自由です。 


